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マ リ共和国南部セヌフォ社会 における 「祓除」儀礼

溝i口 大 助

1は じめに

本稿の目的は、マ リ共和国南部カディオロ県セヌフォ社会における葬制(埋 葬儀礼

kuPurugiお よび葬送儀礼kuwaaga)の 一部 を対象 とし、とりわけそこで主要な役割

を担う人物バギフォロgbagzfolOと 、彼女が 「祓除」儀礼で用いる 「もの(主 に、草・糞)」

を巡る行為について記述 ・考察する点にある。これらの記述 と考察により明らかにな

るのは、埋葬儀礼と葬送儀礼が、人、「もの」、行為についての独 自の性格を示 してい

るということである。より具体的には 「もの」を取 り扱う際の彼女の役割 と機能を中

心に記述することによりセヌフォ社会の葬制における特徴を示す。

また本稿では、葬送儀礼において死者が押 しつける、「もの」に刻み込まれた 「死

者の痕跡(二 汚稜〉」の 「祓除」儀礼を通 して人び とが相互行為 を行 うあ りかたが示

される。この記述を進めることは、人間とは異なる不可視の存在が人的結合にどのよ

うに介入 してくるのか、あるいは不可視の存在がどのように人に集合的行為を強いる

のか、その 「もの」の力はいかに発現 し、人的結合に関わってい くのかを明示するこ

とになる。死の人類学について多 くの研究が行われてきたが、そこでは行為 を動機づ

ける 「もの」に対 して人がいかに対処 していくのかという主題についてはあまり研究

が進んでいない。本稿はこの課題に対 して民族誌記述を通 して新たな観点を付け加え

るものである。本稿が注 目するのは、セヌフォ社会の葬制全体の儀礼群のなかで も、

重要な多 くの役割を執行するバギフォロの役割 と機能を対象 とし、儀礼内の道具、人、

「もの」のあ り方を方向付 ける禁止 と儀礼の過程である。具体的には次のように記述

を進める。

第一に、儀礼執行者バギフォロが行なう糞の 「祓除」儀礼による死者を巡る独自の

洗浄方法の過程に焦点を定めて記述する。第二に、バギフォロによる草の 「祓除」儀

礼のプロセスに焦点を定めて記述する。最後の章では、まとめとして若干の考察を提

示する。

本稿では、紙幅の関係上民族誌記述 を示すにとどまり、死の人類学の研究史上の位

置づけと理論的検討は別に機会に譲 らなくてはならない[溝 口2012b]。

さて、本稿で注 目したのは、「死者の痕跡クウフウン肋吻 肋〃」と呼ばれる汚繊の

観念 とそれを巡る儀礼的実践 との相互の関連性から明らかになる生者による死者への
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態度である。生者と死者 との関係は概略すると次のようである。葬送儀礼は、遺体埋

葬後、死者が日常生活で残 した汚稼を漸次的に 「祓除」 し(セ ヌフォ語でいえば、「洗

いweli」)、時間をかけて 「死者kuuJを 生者の村から 「死者の村kuukaa」1)に 「退場」

してもらい、遺族の崇拝の対象に変質させることを目的として行なわれる。他方、死

者の側か ら見ると、死者は、自ら選んだ生者の手を借 りなければ自分が今後暮 らして

い く 「死者の村」での生活を成 り立たせることができない。儀礼執行者バギフォロと

は、その死者 に選ばれた生者である。たとえば、死者は自ら、「死者の村」で使用す

る道具に付着 した 「死者の痕跡」を取 り除 くことができない。「死者の痕跡」を取 り

除 く 「祓除」儀礼は、生者であるバギフォロの役割である。 この意味で、生者 も死者

もお互いを不可欠の要素 とし、「もの」を媒介にして、お互いの存在 と切 り結び合 っ

ている。いずれこの点に関して論 じよう。

セヌフォ社会において、人はその身体の物質的な消滅を経ても、この世から消 え失

せたとは考えない。死者たちの存在は、身体 という物質的な準拠点を失って も 「もの」

に付託された人格的実在を通 して人びとに感 じられている。だから死者のかつての調

理用具や台所用品は、その 「死者の痕跡」が 「祓除」 されてから生者の村から 「死者

の村」に持ち込まれなければならない。そこで、死者 と生者を切 り離 しつつ繋いでい

る媒体が 「もの」であり、それを可能にするのが汚械(=「 死者の痕跡」)の観念 と

実践としての 「祓除」儀礼である。つまり、「死者の痕跡」の観念は、「潔斎」、「祓除」、

あるいは 「洗う」という儀礼的行為の引 き金 となって、葬送儀礼において集合的行為

を形成するわけである。この観念は葬送儀礼における集合的実践 を根源的に説明づけ

る論理として機能すると考えることができる。この点に注 目しながら記述 を進めてい

く。

死者が出たことにより生じた 「死者の痕跡」の観念にもとつ く葬送儀礼の実践は、

社会的調和を掘 り崩 してい く死 という現象を説明可能なものとし、かつその対処 をも

実践可能なものとした。その意味で、「死者の痕跡」は、葬制 との関わ りの中で、人

びとによる死への態度を誘引する表象を巡る問題 としてとらえることができる。とり

わけここでは、本質的な意味に還元するような象徴人類学的な意味論的研究ではなく、

儀礼ないし、人びとの実践の関わ りの中で、「死者の痕跡」の観念や死者観念を捉 え

返す視点を提供することになるだろう。

II「 祓除」儀礼 のプロセス

1「 死者の痕跡」 と 「もの」

本稿の 目的は、別言すると、不可視の汚稼 と 「もの」 との関係のうちで生者がどの

ようにそれ らに対処するのかを示す点にある。 このことは、人間とは異なる不可視の

存在が、いかに葬送儀礼の行為の水準において顕現するのか、ひいては儀礼 を執行す
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る人間に関係するのかという問題、そしてその 「カノ勿∫」の顕現を通 じて、生者はい

かに儀礼執行者に関係をもつのか という問題にわれわれを導 くだろう。 ここからえら

れる視点は、「もの」 を巡って個人や集団が行なう儀礼 を記述 ・考察するのではな く

して、「(可視的もしくは不可視的な)も の」が集団を形作る位相、言い換えれば、「も

の」.を媒体として生まれる人的結合に焦点を当ててくれる2)。

そもそ もセヌフォ社会の葬送儀礼における 「もの」は、人間が管理した り支配する

ような物質的なものではない。儀礼で用いられる 「もの」は、人間に向かって意図を

持って交流 してくると考えられているし、その際喜ばせてくれることもあれば恐怖に

陥れることもあるような存在である。ここで対象となる葬送儀礼での「もの」の数々は、

卜占の中で死者によって選ばれるバギフォロに強く訴えかけ、その 「もの」の状態を

変えてもらお うと懇願 してくる存在でもある。後で詳細 にふれるがバギフォロは、「死

者の痕跡」が刻み込 まれている物品から、その 「痕跡」を取 り除 くように待ち望まれ

ている。ただしバギフォロは、単に 「死者の痕跡」を取 り除 く存在として考えられて

いるわけではない。そうではなくして死者自身が、炉石をはじめとした物品や小屋の

内外にべったりと張 り付いている 「死者の痕跡」をバギフォロに取 り除 くように要求

してくるわけである。・ここで注意すべ きは、バギフォロがあ くまで受動的存在である

という点である。生前に死者 を取 り巻いていた人たちは、この 「死者の痕跡」を除去

できない場合、病気など死に至る不幸 に見舞われるに違いないという怖れを感 じてい

る。 このようにして、客体 としてのバギフォロは、死者や死者が投影されている物品

への怖れにうながされて行為するのである。その際、死者が刻みつけた食器や調理道

具、水瓶や手鍬をはじめとした農具など、数え上げたらきりがないほどの 「もの」が、

人に行為 を求める。これらの 「もの」に取 り囲まれた人は、身体を通 してもしくはそ

の 「もの」に関する表象を通して、世界に触れる。その世界への触れ方が固有の時空

間を構成するわけである3)。

以下で見てい くように、セヌフォ社会の葬送儀礼における 「もの」 と儀礼について

の記述 と考察により、ものと人びととの固有の関係性を描 きだすことが本稿での中心

的な関心である。理論的には、マルセル・モースの知見に多 くを負っている。彼は、「も

の」について次のように言っていた。社会的諸物の 「最高度のauplushautdegr6」

性質とは、「親密さを保ちなが ら浸透 してしまうと同時にはっきりと境界をもつ とい
　　　　　　　　　　　　　　　

う、 内在 性 と超 越 性 と い う性 質 で あ る」[MAUSS1969:306]。 こ の社 会 的 諸 物 が 、

死 や 供 犠 に よ って 社 会 的 に機 能 す る とい う主 張 を受 け入 れ る とす る な らば 、社 会 的 な

もの と個 人 的 な もの との 間 に 同時 に存 在 す る 「超 越 性 」 と 「内在 性 」 の 適 度 な均 衡 を

と る方 法 が 問題 で あ り[MAUSS1969:307コ 、 そ れ を規 制 す る もの が 「も の」 を め ぐ

る儀 礼 的 禁 止 で あ り、 呪 い で あ っ た[溝i口2010a;2010b;2011b;2012b]。 この よ うな

指 摘 に注 意 を払 い なが ら考 察 を進 め よ う。
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写 真① 埋 葬儀 礼 前 夜 の 死 者(2007年9月18日 、 マ シ ョ ゴ村 に て。 筆 者 撮 影)。

2バ ギ フ ォロgbagifolo、 草 、 糞

「バ ギ フ ォ ロgbagzf]lo」 と は、葬 送 儀 礼 に お い て 「死'X'kUZt」か ら選 ば れ る 人物 で あ る。

彼 女 は 、埋 葬 儀 礼kuPurztgiお よび 葬 送 儀 礼kZtwaagaの ほ ぼ全 て の儀 礼 過 程 に関 わ る

儀 礼 執 行 者 で あ る。 「バ ギ フ ォ ロ」 を語 彙 論 的 に 分 解 して み よ う。 「バgba」 も し くは

「バ ギgbagi」 とは 、 「小 屋 」 や 「穀 倉 」 を意 味 す る と 同時 に 、 母 を中 心 とす る 子 供 た

ち の 集 ま り、 あ え て 社 会 人類 学 の 語 彙 を用 い る な らば 母 系 出 自集 団 の 含 意 を もつ1}。

た だ しこ の脈 絡 で は、「バgba」 が 母 系 出 自集 団 とい う意 味 を もつ こ とは ほ とん どな い。

次 に、「フ ォロ ヵ わ」 と は、「主」、「ひ と」、「もち 主」、「役 」 な ど とい う意 味 で あ る。 「バ

ギ フ ォロgbagiplo」 を こ こで は 、 「小 屋 の 主」 と訳 して お く。

バ ギ フ ォロが 実 際 に何 を用 い て どの よ うな役 割 を遂 行 して い るの か を早 速 見 て み よ

う。

まず 、 「祓 除 」 儀 礼 にお い て バ ギ フ ォ ロ が なす べ き役 割 の ひ とつ に 、 「死 者 の 小 屋

kuugbagi」 を牛 糞 ガ万 で 塗 装 す る こ と に よ り、死 者 が 生 前 に居 住 した小 屋 に付 着Pwo

す る 「痕 跡 ノ励 雌=汚 稜 」 を 日常 の 阯 界 か ら除 去 し、 死 者 か らの恩 恵 の 力 が 生 者 の

た め に働 く よ う にす る とい う もの が あ る 。 次 に、 「祓 除 」 儀 礼 に お け るバ ギ フ ォ ロの

役 割 の 第 二 は 、 ヒ ロバ フ サ マ メ ノ キ(学 名:Parkiabiglobosa)の 樹 葉 で、 グ ギguui

と よ ば れ る植 物 に水 をつ け て 死 者 が 生 前 使 っ た 道 具 を 「祓 除 麗 〃(=洗 浄 す る)」 す

る とい う もの で あ る。

上 記 の よ う に、 死 者 の 小 屋 を塗 るの に重 要 な物 質 は、 糞 と草 とな る。 こ の二 つ の物

質 の 使 川 目的 は 、「死 者 の 小 屋 」と死 者 が残 して い っ た 諸物 を 清 め る こ とで あ る。「祓 除 」
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儀礼のプロセスを要約 しておこう。まず、バギフォロとその仲間たちは、死者の小屋

の内壁、外壁、戸口の土間など死者が もっぱら利用 していた空間を牛糞で塗 りたくる。

次に、バギフォロたちは、死者が利用 していた諸物、たとえば、水瓶、臼、杵などの

日常品をはじめ、すべての調理道具、農具、穀倉、穀物、あるいは靴、帽子など身に

付けるものや服飾類などに植物性の呪薬グギに浸 した水 を振 りまいたり洗 ったりす

る。なぜなら、このようにして機れを取 り除 く場合、牛糞フィリfiriと草グギguui(学

名:Parkiabiglobosa)は 、故人が生前使用 したときに残る 「死者の痕跡クウフウン」、

すなわち 「死者が生 きているときに触れた壁、土間」についた 「死者の痕跡」を消す

ことができると考えられているからである。ある人が死んでもこの世にその人の 「死

者の痕跡」は残 り続け、 とりわけ死者 と性的接触をもった人にとって危険であり続け

るのだから、この 「祓除」儀礼は人びとが俗的世界の日常生活に戻るためにも重要な

ものとなる。

このように葬送儀礼の折に糞 と草を用いて清める潔斎 ωθ1ゴが行われない限 り、生

前死者が利用 していたものに誰も触れることはできず、小屋 に入ることも許されない。

だか らバギフォロは、「グギを挽いて、臼のなかに水 と牛の糞を混ぜ入れて、小屋を

それで塗 りたくる。そして小屋の道具全部洗って外に出す」5)こ とで、「死者の痕跡」

を祓い除き、この世界から消 し去ってしまうことに尽力する。また彼女は、死者の小

屋の内外の炉端で葬送儀礼の料理に使った灰を完全に掃 き取 り除いてからそこも牛糞

で塗 りた くる。「灰は、炉端の土に牛糞firiが およぶのを食い止めることができる」6)

から、バギフォロは小屋の隅々にまで牛糞が行き渡るように完全に灰を箒で掃いてし

まう。彼女は、この牛糞を塗 りた くる前に全ての食器、台所用品、甕など道具一式を

「死者の小屋」の外に出す。

これらの作業を遂行するため、バギフォロには手助けするものたちがいる。自分の

直接のムスメたちである。彼女たちの助力により、様々な調理用品や農具など各種道

具を外に出す。バギフォロに自分のムスメがいなければ、自分のシマイもしくは死者

の屋敷地の娘の誰かの助けを借 りてこれらの調理用品などを片付ける。彼女たちに外

に出された死者の道具類には、「死者の痕跡」が刷 り込まれているPwo。 そのため水

に浸 したグギ餌加 によってその 「痕跡」を消 さないといけない。「死者の痕跡」は、

そのまま放置すれば亡霊 として死者のダアラ(父 方夫方居住集団)の 周辺に現れるか

らである。死者は、葬儀の全過程で、自分が生活していた屋敷地の周辺、とりわけ死

者が利用 していた道具や場所の近くをうろつ く。葬儀で用意された食料は死者に供与

されないから、食べ物を求めてさまよう死者は、この 「死者の痕跡」を目印にして生

者の生活圏に亡霊として現れるわけである。だから葬送儀礼の中で、牛糞万ガやグギ

で 「死者の痕跡」を消す必要がある。さもなければ、死者は葬送儀礼の後 も亡霊 となっ

て日常絶え間なく死者の屋敷地の人たちを悩 ませることになる。

バギフォロが 「死者の痕跡」を消 していく 「祓除」儀礼の目的は、もうひとつある。
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その目的は、 とりわけ女性の場合、死者 と同じ男性を共有 した女性たちから死者の影

響力を遠 ざけることである。死者が用いた壁や土間に牛糞ガ万を塗 り込んだり、呪薬

グギguuiで 道具類を洗わない と、葬送儀礼が終わった後で も 「死者と同 じ男を知 っ

ているもの(性 的関係を持ったもの)は みな、牛糞ガ万を塗 り込んでいない小屋に足

を踏み入れると、す ぐに命を危 うくす ることになり」7)、この禁止funを 破るものは

確実に死ぬと考えられている。この禁止 を犯す人は、「死者のところに入る」といわれ、

「死者の間違いwurugo(ま ぜ こぜ)」 を犯 したとされる。 この禁止の侵犯の帰結 を避

けるためにも、グギ と水 を混ぜた呪薬グロオギgunloogiを 用いて道具類を洗 うこと

で 「間違いを犯 した人を死者が攻撃する」8)こ とを避けることに最大の注意を払うこ

とになる。

以下は、バギフォロが行 う 「祓除」儀礼のより具体的なプロセスである。

バギフォロとその仲間たちは、「祓除」儀礼 に入ると、牛糞 とグギの草を運び、手

桶に入った水に牛糞 を浸 して手でこね始める。これが儀礼開始の合図となり、死者の

母系出自集団ネルバガと父方夫方居住集団ダアラの既婚女性が残 りの牛糞をこね始め

る。次にバギフォロは、グギを手に取 りす り潰し水 に浸し、それに続いて手伝いに来

た女性たちは残 りのグギを手に取 り同じ行為 を繰 り返す。バギフォロは、仲間たちが

牛糞とグギを水に混ぜ込み終えたのを確認すると、牛糞の手桶を取って小屋に入る。

それか ら、水 に溶けた牛糞を浸 した 「箒 妙々卿 」を手にして、死者の小屋の壁に塗

りこんでいく。するとこれに続いて手に牛糞とグギを混ぜ込んだ箒をもったすべての

女性たちがすき放題 に騒ぎながら死者の小屋の壁 を塗 りた くる。右に左に小屋の壁を

牛糞で塗 りたくるものがいれば、上下斜めに塗 りた くるものもいる。ここで重要なこ

とは、牛糞を壁 と土間に隙無 く塗 りた くることである。この儀礼に参加する女性たち

は、水 に浸 された牛糞で服や体中が汚れてしまうのも稀ではないし、とりわけ牛糞が

服に染み付いてしまうと染みを取 り除 くのがきわめて難しいということをよく知って

いる。したがって彼女たちは普通この儀礼 に参加するときは破れた腰布などのぼろ着

をまとう9)。禁止 されているのは、下足を履いて儀礼を行なうことである。だか ら死

者の小屋の牛糞儀礼に参加するあらゆる女性は 「履 き物ではいることがで きない」lo)

から、下足 を脱いで参加する。下足のまま死者の小屋に入れば 「死者の痕跡」と 「ま

ぜこぜwurugo」 になり違反 したこととなり死者を怒 らせ ることになるか らである
11)

o

3グ ロオギ儀礼

バギフォロが行なうべき儀礼のひとつに、グロオギ儀礼がある。グロオギ儀礼 とは、

上記で記したように死者の 「もの」を洗う(「祓除」)儀 礼とひとまず考えておこう。

グロオギ儀礼のプロセスは次のようである。

前節で触れたように、グギの草を混ぜた水グロオギgunloogiは 、「死者の痕跡」を
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取 り除 く呪薬である。「グギのeegunWEriは 、臼で掲かれ」12)、死者が利用 してきた

諸物を洗 うyaaritveli。 この儀礼的脈絡で、「ものを洗 うyaaritveliJと いう場合、通

常の意味で 「水で皿を洗う」 というような意味とは異なる儀礼的価値が与えられる。

「ウェリwelijと いう語は、普通 「洗 う、洗浄する、流す、すす ぐ」 という意味で日

常的に用い られる言葉である。そこに儀礼的な含意がこめられる場合、「浄化す る、

祓い清める」など 「祓除」を行う行為を意味する。とりわけここで用いられるときの

「ものを洗うyaaritveli]は 、「死者の痕跡」を祓い清めるという意味がこめられる。「死

者の痕跡」は、しかるべ く取 りはからわないと、死者の屋敷地の周辺や村の近辺など

死者の場所kuwicegeに 出現する亡霊がそれを目指して辿って くる痕跡である。それ

を取除くのがこのグロオギである。場合によっては、死者の屋敷地ダアラの人たちに

とって死者が残 した 「死者の痕跡」自体が 「死者kuujと 混同されて考えられる13)。

では、「死者の痕跡」 とグロオギ儀礼 との関係性を手短に見てみよう。「死者の痕

跡」は、「死者が使った諸物kuwiyaraga」 、すなわち食器類、農具、日用道具、服飾

をはじめとしたあらゆる諸物に寄 り添うように付着 している。死者は、「死者の痕跡」

を生者の生活世界 に入 り込むためのマーカーとして頼 りにしてお り、このグロオギ

gunloogiue礼 が終わるまでいつでも生者の生活世界の周囲、 とりわけ 「死者の痕跡」

の周 りをうろつく。なぜなら「死者のいろいろなものに(グ ロオギを)振 りかけないと、

(死者の)小 屋を(牛 糞ガ7∫で)塗 らないと、死者はずっと(小 屋や日用品を)使 い

つづける」からである。つまり 「死者の痕跡」を消さないままにしてお くと、たとえ

ば 「クウは自分が使っていた腰掛が小屋 にあるとそこに座るし、水を飲むために水瓶

も使 う」 ようになる。そのため、「(グギの葉の水である)グ ロオギgunloogiに 小屋

のものが浸 されてから、小屋 にあるもの全部が洗われる。鍋とか練 り粥掻き混ぜ棒 と

かなんでもかんでも」14)「祓除」される。こうしてバギフォロとその娘たちは、死者

の小屋だけでなく、屋敷地、しばしば集落、集落へと続 く小道まで範囲を広げ、その

空間にあるあらゆる道具や服飾などの諸物、あるいは建物としての小屋や穀倉にグロ

オギgunloogiの 水を振 りかけ洗浄する。

空間的に対象 となるのは、屋敷地の各世帯の広間、すなわち夫の小屋、妻の小屋、

穀倉、それらに至る路地と屋敷地への玄関口に囲まれた空間全て、つまり 「死者の場

所kuwicege」 である。「(男性の場合)矢sidegi(=呪 物)を 引 き終 り、(女性の場合)

前の石(=炉 石)を 捨てると、葬送儀礼の全ての儀礼が終わる」15)。そ して、バギフォ

ロと 「そのシマイたちは、小屋を(牛 糞で)塗 りた くり(呪 薬の水)で 洗う」16)。そ

の時、「大 き1なひょうたんの中に水 を入れ、箒haPangiに(呪 薬の)水 を浸 して屋敷

の中にそれ(呪 薬の水)を 投げかける」17)。そして、「敷居gun〃3gomoの 全てに呪薬

の 「水」をかけるのが合図とな」18)って 「祓除」儀礼が始まり、全ての諸物、ひとびと、

空間が浄化されてい く。その結果、「これら(の 儀礼)が 終われば、人は小屋での生

活を送ることがで きるようになる」19)わけである。葬送儀礼が終わったとしてもこ
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れらの空間が浄化されないかぎり、死者クウが訪れて誰かの命、とりわけ死者 と性的

接触をもったものの命を奪うことがある。この怖れは彼ら彼女たちにとってはなはだ

強い。

写真② 「死者の痕跡」が祓われていない陶器(筆 者撮影)。

では以上のグロオギ儀礼の手順を見てみよう。バギフォロが まず箒を手にとって呪

薬 グロオギにそれを浸 し死者の諸物に一振 りするのを合図にして、彼女のムスメやシ

マイたちが他の道具にこの呪薬をかけた り洗浄 してい く。その際、バギフォロは彼女

たちを見張る。つまり彼女たちが箒でグロオギをあ らゆる場所や道具に撒 き散 らして

いる様子を川心深 く見ているわけだ。一人ひとりにグロオギ儀礼の指示を出し、ひと

つひとつ道具や服飾などを確かめながらグロオギの呪薬がかかっているか、適切に洗

浄 ω疏 されているかどうかを極めて丹念に点検 してい く。この儀礼で、死者がかつ

て使っていた皿がグロオギで洗浄されないままで放置されていると、死者はこれを使

いつづけることができ、「死者の痕跡が消えないままとな り、この皿を使った人は死

んでしまう」20)。そして 「死者の痕跡」は、グロオギで消 されないままだとこれ らの

道具を使 う人を殺してしまうからである。とくに死者と同 じ人を性的パー トナー とし

た人は死の危険にさらされる。その場合、死者は生者の腹部を膨張させて殺す場合が

多い。このため村人は、しばしば腹部膨張で死ぬ人を見て、これは 「死者の痕跡」に

よる 「まぜ こぜだwawurugo(二 禁忌違反)」 という。すなわちこの一連の儀礼的行

為の脈絡では、グロオギ儀礼で洗浄されずに道具を使うという罪を犯 した人が、死者

に攻撃され腹部膨張で死んだと村人に解釈 されるわけである。

こうしてバギフォロたちは、この種の入念さが求められるため相互に目を光らせな
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が ら作業を遂行 していく。死者の屋敷地の人たちに恨みfungonを もち裏切るvangi

女性 は、故意にグロオギで食器などを洗わずに死者が屋敷地の誰かの命を狙うように

仕向けることもできるからだ。つまり、この 「死者の痕跡」を除去する 「祓除」儀礼

を丁寧に実行 しないということ自体、呪認の役割を果たすからである。生者の生死に

関わっている以上、バギフォロの監視の目はいきおい極めて厳 しいものとなる。

また、「祓除」儀礼でバギフォロをムスメたちが手伝 う理由は、この 「祓除」儀礼

が短時間で遂行すべ き肉体作業でもあるからである。時には遠 く離れた川から死者の

小屋に水桶に何杯 もの水を運び込んでくる女たちが必要である。仮 に集落や村の近 く

に行政やNGOの 援助で掘 られた井戸 を使うことができたとしても、「死者を洗 うク

ウェエリkuuweelilil儀 礼の時 と同 じくこの種の儀礼で用いられる水は末無 し川か

ら汲 まれる必要がある21)。とりわけ現地調査地のマシ ョゴ村のワニがいる末無 し川

には最 も強い 「力fangi(作 用)」 をもつ 「水の精霊IOhotugulo」 が存在 していると

考えられていて、力をもつその水を 「祓除」儀礼で使う必要があるか らである22)。

以上、「ものを洗 うッ醐ガかθ刎 儀礼をおこなう人たちによる 「祓除」儀礼のプロ

セスをみてきた。そこでは、バギフォロたちが、「水の精霊」が住む末無 し川で汲ん

できた水で食器からイヤリングなどの細々した装飾品にいたるまでひとつ残 らず 「死

者が使 ったもの 肋痂 翅名㎎α」を洗い、死者の痕跡を消 していくプロセスが浮彫にさ

れた23)。そこでは、バギフォロたちが 目を凝 らしてお互いを見張 り合っている理由

は三つあった。第一に、「祓除」儀礼で 「死者の痕跡」を消すために入念に作業する

必要性があるという理由、第二に、水汲みなどこの儀礼がかな りの重労働であるとい

う理由、第三に、誰かを神秘的に攻撃 したり殺 したりする呪誼としてこの儀礼が使わ

れるかもしれないという理由である。すなわち、重労働であるという意味で、女性た

ちはお互い作業を怠けていないか監視 しあうと同時に、意図的に草や糞で食器や小屋

を浄化せずに死者クウがそこに取 り付 くように仕向けて小屋の周囲の人たちを攻撃 し

ようともくろむ女性をお互いが監視するというわけである。

以上、バギフォロが用いる糞、草、水の 「祓除」儀礼による死者を巡る独自の洗浄

方法のプロセスに焦点を定めて記述 した。ここでは、「もの(見 えるものもしくは見

えないもの)」 が儀礼的な集合的行為を形作る様子、つまり、「もの」を媒体として生

まれる人と人との関係の生成に焦点を当てて記述してきた。

皿 まとめにか えて

以上、できる限り考察を省 きつつ、具体的な民族誌記述を通 して、「もの」を巡る

人びとの観念 と実践を示 してみた。

上記の記述で浮 き彫 りにされたのは、死者と同じように死者が使った 「もの」は、

ひどく 「械れ」の高い状態に陥ってしまい、そのままでは物騒で利用できないという
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点であり、その場合、ある種の 「祓除」儀礼が必要となるという点であった。死者が

生前 日常で使っていた道具や建物のすべて、すなわち耕具、食器類、調理道具などの

台所用品や小屋などのすべての種類において、その全体が 「械れ」たものとなり禁止

されたものとなる。その際、何 らかの儀礼がそれらを取 り巻いている禁止を解除しな

いかぎり、「もの」に付着Pwoし ている汚稼が死者性 を帯びているため用いてはいけ

ないものとなる。その汚稼 を取 り除くための 「祓除」儀礼であった。

本稿で紹介 した事例における 「祓除」儀礼の糞、草、水は、日常で用いられる場合

通常の状態にある人を異常な存在にするが、反対に、ある種の汚稼 を帯びた人の浄化

のために用いられる。むしろそのことによってのみ、死者が残 した 「痕跡」が日常の

世界から除かれ、死者からの恩恵の力が生者のために働 くようになる。つまり、「祓除」

儀礼が行なっているのは、死者性が付着するρωo対 象を安全 な日常の存在に作 り直

す ことである。そのためにも 「死者の痕跡」が残 り続ける 「もの」を安全な 「もの」

に作 り直すことが必要であった。モースの言葉 を借 りるならば、人は死者性 を帯びた

不安定で不穏な諸物を、均衡のとれた安全な 「社会的諸物」に変形 させ る必要があっ

たわけだ。なぜなら、死者の生前の人格が、「もの」に付与Pwoさ れていたか らであり、

「もの」が 「祓除」儀礼を通 して安全な霊的に存在 に変換されない限 り、死者 自身も

安全な霊的存在になることはできないからである。死稜の聖なる力があるために、接

近することす ら許されない 「もの」からその力を解 き放ち、「もの」を取 り囲む時空

間を純然たる日常生活の俗的な時空間に転換するという作業が必要であった。

また、以上のような儀礼が必要な理由は、死者が出た瞬間から長い期間をかけて行

なう極めて煩雑な埋葬儀礼 と葬送儀礼の実践的理由と重なり合 う。すなわち、死者が

生者の富、健康をはじめとする生の源泉を保証 し、それ故に死者は儀礼上で丁重な扱

いを受けることで聖性を帯びる存在になる必要があるからである。死者から受けとる

僥倖にあずかるためにも、まずは物理的な身体 として消失 してしまった死者 を、しか

るべ き儀礼を通 して 「死者」に作 り直すために 「祓除」儀礼で 「死者の痕跡」 を消す

必要がでて くる。だが同時に、「死者」は生者の生命の源泉そのものでもあるので、
一旦死者の死者性を帯びた 「もの」から 「痕跡」を追い払った後で、再び死者 と適切

な関係を結んで、生者の生活における豊穣性を取 り戻 さないといけない24)。つまり、

「死者の痕跡」をしかるべ く除去し死者の霊魂を「死者の村」に解き放つことを通 して、

死者 と特殊な交流で繋がることができる生者の集団性の永遠の生命を維持することが

で きるわけである。

以上、セヌフォ社会における 「祓除」儀礼における 「もの」を巡る社会関係に主に

焦点を当てつつ、民族誌記述を提示 してきた。死の人類学における研究史上の位置づ

けを提示する余裕はなかったか もしれないが、理論的考察に若干なりとも寄与できた

と思われる。
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注

1)

)2

)3

)4

)5

6

7

8)

9)

この点で、セヌフォ社会 は、マ リノウスキーがかつて紹介 した トロブリアン ド諸 島の死霊信仰 における 「死

者の村 」に匹敵 しうる霊魂観 を有す る[マ リノウス キー1981]。

こ こでは ことさら詳細 に論 じないが、近年の 「もの」を巡 る人類学 的考察 を参照 のこ と。た とえば、床呂[床

呂2011]や 内山 田[内 山田2011]は 、「もの」のエージ ェン ト性 を巡 る議論 を深化 させた点で評価 で

きるだ ろう。遡 って見 る と、アマ ゾンの アチ ュアルに関する民族誌 を著 したデス コラ[DESCOLA1986;

1996]や ブ ラジルのアマ ゾン研究の ヴィヴェイロス ・デ ・カス トロ[VIVEIROSDECASTRO1998]ら

は、非人 間に対 す る人 間の態 度 もし くは関係 のあ り方 を対 象 として 「もの」の人類学 を巡る主題 を深化

させ た。 それ以外 にも、「もの」、 自然、環境 な どを主題 とする人類学研 究は枚挙 にい とまが ないが 、代

表的 な論争 を展開 しているヴ ィヴェイロス ・デ ・カス トロ とデス コラの興 味深い論争 はこ こで は措 いて

お く。 ヴィヴェイロス ・デ・カス トロの議論 をよ り深 く解釈 した春 日の論考 も、この点 で注 目に値 する[春

日2011]。 とりわけ、人類学 に再 び導入 した 「内在」と 「超越」とい う主題 と視点は非常 に参考 になった。

た しか に、この視点 は、筆者 が考察 したマルセル ・モ ース論 にお ける 「内在」 と 「超越 」の均衡 とい う

主題 とは異 なる。 だが春 日の指摘 は、「社会 的な もの」やそ の具現化 された物質性の問題、 もしくは物 質

化 された もの を媒介 と したひ ととひ ととの結合の あ り方な どを考察 する上で、 この種 の思考 を深 める も

ので あった。筆者 は、 これ らの問題 は全 て、 フー コーが提 起 した 『言葉 と物』の議論 と深い関連性 を帯

び るもの と考 えてい る[フ ーコー1974(1966)]。

「もの」 と時空間 との 関係性 に関 しては、 ジェル[1975]の 民族誌 が参考にな る。 と りわけ、注 目すべ き

は居住 集団 と人 びとの集落や藪 の空間認識 を巡 る議論で ある。他 に もこの点 に関 して は、今村[2006]、

ベ イ トソン[1958]ら の論考が参考 になる。

第一 に、バ は、屋敷地 内の建造物 と しての小 屋そ れ自体 を指示す る。た とえば、小屋 に居住す るものの

個人名 とバ を組み合 わせれば、誰 々の小屋 とい う意 味にな る。第二 に、バは、小屋 の うち に住 むひ とび

との集 ま り、わ けても母 を中心 と した子供た ちとい う意味で用 い られる。す なわち、バは、社会 人類 学

的 な語彙 を用 いると、母子親子接合filiationと い う、血縁 を指示す る固有 の同一性論理(セ ヌフ ォ社会の

民俗生殖観か らす ると、「血shishang」 ではな く、「母乳 吻 〃疏 」)に 基礎付 け られた人的結令 を さす。

GougikitungiPellileloginisuginibanαnafinrini.matihekPaagimuuni.niiyαariPoliyirigemα

加.

Coori魏 α乃αガ 耀ガ7砂盈αtinakPonhonnondaalataayi.

ShsnwshEnwwiWOnikUUninawnaginnigewagningεwaha雇 ガ9∂αα9ゴnakasoro7'kizahamuniyi

nanafiriniyiwerefolofunananagorolina.

W'atiekuubulOma.

この汚い格好で行 なわれ る儀礼 を見てみ ると、 あたか も特殊 な儀礼 、た とえば身分 や地位の逆転 した象

徴 的な意義 を帯 びた儀 礼で あるかの ように思 えるか もしれない。だが、彼女 たちに よれ ば、重 要なの は

この儀礼 で汚 れないこ とで ある。何 度洗 って も染 みが取れ ないほ ど汚れ る儀礼 で、綺麗 な服装 を して儀

礼 を行 なえば、服装 が使 い物 にな らな くなるのは当然であ るか らである。

10)Kuuka砺 πbipiosripilitunwirigeleregnanhamu勉 αブεnatahalini.

11)下 足 で 死 者 の 小 屋 に 入 る と い う違 反 を犯 し た か ら とい っ て、 死 に 至 る 違 反 と な る か ど うか 、蹟 罪 で き る

罪 で あ る の か ど うか を彼 女 た ち は教 え て くれ な か っ た 。

12)GunwεriPemahaろ'alesuginimashza

13)日 本 語 で は 死 ん だ 人 自身 と亡 霊 は 意 味 論 的 に重 な り合 い なが ら分 け られ て い る が 、 彼 ら に と っ て は 死 者

ク ウ と亡 霊 ク ウ は 同 じ もの で あ る 。

14)MahagunloogilefePaagiyaaraniKPaagiyaaramuPolimahatve.nfgEdahalayo,kabinigeツo・

15)Pemahasidegifoloakwo,ツshsmaflPonnoyaallwo,makwoんuugikegelemuPolina、

16)amuciborolocegimuuninii]εrsgs.

17)Pemahalogileosrsgifungoni.NiikaPangileわ 乃oninaparagidaaliningeni.

18)BinnaamunakiparagigUiwog)npPolina,
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19)LerekabyemakwomutahatiekalaPツemukPaagini

20)Parisekekuufuhorognsntere夕aaritignsngunlogizahagnaraganinayige.

21)「 死者 を洗 うクウェエ リkuuweeli」 儀礼 な どで末無 し川 の水 を大量 に用 いるため、あ る屋敷 地 ダアラで

誰 かが息 を引 き取 り死の知 らせ が とど くとす ぐに死者の小屋 がある屋敷地 の女性 た ちは一列 で まっす ぐ

に隊列 をな して 「水 の精霊IOhetorgulo」 が住 む末無 し川で水 を汲 みに行 く。た くさんの女性 た ちが隊列

をな して末無 し川 に行 く姿 を見 れば、セヌ フォの人々で あれば誰かが息 を引 き取 った ことを知る ことに

なるだ ろう。 それ らの姿 をみ た人は口 々に 「村 で息 を引 き取 った ものが いるぞ」 と言 うぎろ う。女性が

隊列 をな して村 か ら出てい き末無 し川に向か う姿が、死の知 らせ ともなる。

22)「 最 も強い力 をもつ」 という表現で彼 らが指す末無 し川 の精霊 の事例 を別稿 で示 そ うと思 う。

23)マ シ ョゴ村 の人た ちに とって、 この末無 し川 は、金 鉱での郡長 たちや 国家 官僚 との 「もめ ごとkαshigi」

で勝利 を もた らして くれた「水 の精eeIOhetugulo」 が住 む沼であ った。彼 らは次のようにこれを表現 する。

「この末無 し沼 にこそ、最 も強い精霊'πg%!oが いる。水 の精霊 だ。水 の精霊 は、穏 やか さとか勢い をあや

うくす る もめご と α々5雇gゴな どか ら(ひ とび とを)守 るものだ。」

24)そ のための儀礼 は、 出産儀礼 に典型 的に顕現す るこ とになるが 、適切 な生命の再生 産 を保証す るために

も重要 なのだ。
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